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フランスにおけるスラヴ研究の歴史と現状
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(1) はしがき

制 フランスにおけるスラヴ研究のはじまり

(3) 雑誌ドレ・モンド・スラヴj (Le Monde Slave) の発行と fスラヴ

研究所jの創之

(司 バリ大学スラヴ研究所 (L'Institutd'Etudes Slaves de L'Universite 

de Paris) と雑誌「ノレウュ・テ・ゼチュード・スラヴJ (Revue des 

Etud('s Slaves) 二ついて

(5) 第二次大戦災の研究の発展一一←大'f~ • 研究機関・ 1押す誌について

(6) 盟書舘について

(7) 最近の研究状況

はしがき

自然科学の研究にくらべて，人文・社会科学の研究には，どうしてもそれぞれの冨の伝

統的な研究のありかたが大会く作用するものですが，このことはスラヴ研究の場合に特に

言えるよう i二忠われきすc 第一二Ljミプ三官段スラヴ地域を対象とする人文・社会科学の訴究は，

飛躍的な発展をと(子空したが，その中心となったのが米国の研究であることは，今吾ではひ

ろく知られているところですっところで，この米国にお&tるスラヴ研究 -SlavicStudiesー
のーつの特徴が，従来の文献宇，言語学，文学史中心の研究-Slavic Philologyーに対し

て，歴史学，政治学，経済五社会予といったー人文科学，社会科学の諸部門をひろく取

り入れた哩いわゆる「地域研究 の・環と Lて発長 Lたものであることも，周知のとおり

です。

わが国にーおけるスラヴ研究も、このような:sl!域研究の一環として，第二次大戦後発足し

まLたが，そこにバし従来の左足L並立味て‘のすl門うよ科の砕を打開 Lょうという積極的な意図

の外にラ philologyの研究が伝統的;二欠如 LてL、たという事情も指構されなければ、なりま

せんo Lたがって，わが民のスラヴ研究に?久、て，これまでにも不十分ながら同じ地域研

究の形をとる米出の研究が紹介さ ~1 二ð'たニと，特に歴史学や政治学の分野では，ここ数

年来米匿の研究成果がヵ、なり摂取さ，/lたり令批判されたりするようになってきたことも，

ある意味で、は当然、のことと三える力、も知れ主せんの

Lか Lこの際にたえず自主 Lなけ-hぽならないことは，学問的伝統があまり無いとか全

く欠如 Lている場合には，とかく研究が片寄りがちになるということと，その時々のイデ

オロギーとか政策的配慮に左ちさALかねないということです。したがって，このような額
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向をできるだけ是正し研究の歪みを少しでもただそうとするならば，ひろく各国の研究

状況を歴史的にさかのぼって調べ，その持色を理解するとともに，すぐれた成果は大いに

取り入れるよう努めなければなりますまし、。わが国のスラヴ研究におし、て，従来ロシア以

外の地域がとかく無視されたり軽視されてきた事実，また比較的研究者の多い文学や歴史

の分野でも，近代に研究が集中しすぎている事実は，いずれも理由があってのことで，こ

れを一概に非難することはできませんが，いずれも大きな弱点であることに誌かわりあり

ませんO

ところでフラ γスは，スラヴ研究の分野ではながし、伝統をもち，第二次大戦まで辻指導

的役割を果してきた冨の一つで，その研究については当然、わが国においても紹介されて然

るべきなのに，今までまとまった紹介はほとんどなかったようです1ら しかし，後に述べ

ますように，文献言，言語学，文学， fl歪史学研究の上では，すでに以前から幾多のすぐれ

た業績をもち，また近年においては新しい訴究・教育機関や専門誌を創設して，いわばス

ラヴ研究のりバイバノレを行いつつあるフランスの動向法，わが国の研究者がもっと注呂し

てよいように思われますO

怠は 1966年10月から 1967年 5月まで，フランス致府の絵費留学生として，パリ大学の

「スラヴ研究所jに留学しましたので，この際フランスにおけるスラヴ研究のあり方をふ

りかえって考えてみたいと思います2)。

フランスにおけるスラヴ研究のはじまり

フラ γスにおけるスラヴ研究の墜史は， 1840年コレージュ・ドゥ・フランス (Col1さge

de France) にスラヴの言語と文学の部門が設けられ， ポーランド・詩人アダム・ミツキ

1)志、が見たl袈りでは，わが国においてこの分野の紹介をしたものとしては，わずかに山本香男里「ス
ラヴ学雑誌J(Revue des Etudes Slaves)， IJ土七較文学訴究jl，第8号， 1964， 129-132頁:山本設餌
「フランスにおけるスラヴ研究の薪しい或果ーボルタル教授の近業を中心として-J ~社会経済史
学j];Vol. 32， No. 4， 1966， 105-108頁があるにすぎません。

2)本稿を草するにあたって参照した文献は以下の通りです。
1 . Louis Eisenmann，“Ern田 tDenis， 1849-1921，" Revue des Etudes Slaves， tome 1， 1921， pp. 

138-143. 

2 . Louis Eisenmann，“Slavonic Studies in France，持 TheSlavonic Review， Vol. 1， No. 2， 1922， 
pp. 295-305. 

3. B. U nbegaun，“Slavonic Studies in France，" The Slavonic Review， Vol. 7， 1928-2ヲ， pp. 694-
698. 

4. Inauguration de I'Institut d'Etudes Slaves de I'Universite de Paris， 17 octobre 1923. 

5. Bulletin Annuel de l' Institut d' Etudes Slaves de I'Universite de Paris， 1 Annee scolaire 
1927-28， II Annee scolaire 1928-29， III Annee scolaire 1929-30， IV Annお scolaire

1930-31. 
6. Institut d' Etudes Slaves， Annuaire 1964， Annuaire 1966， Annuaire 1967. 

7. Alfred Fichelle，“Origine et developpement de l'Institut d'Etudes Slaves (1919-1949)，" Revue 

des Etudes Slaves， tome XXVII， 1951， pp. 91-103. 
8. Marianne Seydoux“Les thるsesconcernant la Russie et l'U .R. S. S. soutenues en France de 
1888 a 1964，" Cahier du Monde Russe et Sovietique， Vol. VI， No. 3， 1965， pp. 4ぎ7-465. 

9. Roger Portal，“113y'-leHHe HCTOpHH CCCP BO φpaH~HH，" Hcmopufl CCCP， 1959， No. 1， 

CTp. 229-239. 
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エヴィッチ (AdamMickiewicz) が初めてこれを担当した時にさかのぼることが出来ま

すG しかし，この講座は需i立のものではなく，フランス人としてコレージュ・ドゥ・フラ

γスの講座の正式の教授となったのは， 1885年に就任したノレイ・レジェ (Louis Lるger)3) 

が最初でありました。彼:1これより 9年記の1876年に東洋語学校 (L'EcoleNationale des 

Langues Orientales Vivantes)にロシア語の講座を創設した人物で，学問的出発点として

は，すでに1868年25才の時に「キュザロスとメトディオスjで学位をとり，以下に述べま

すエノレネスト・ドゥニ (ErnestDenis)めと共に，フラ γスにおけるスラヴ研究の草分けと

L 、うことカ二で、きましょう c

しか Lフラ γスのスラヴ研究の歴史に dおいて，その第一の業績はやはつドクニに帰せら

れねばなりますま L、彼i土普仏戦争に志願兵として参加したあと， 1873年プラハにフスの

研究に行き， 1878年一フスとフス戦争j でドクトラを得，その後スラヴ研究所の創設に際

して中心的役暫を果 L，初代所長となった人で、す。フランスのスラヴ研究におけるこのド

ウニの位置は， 丁度イギリスにおけーるバーナード・ベアズ (BernardPares) や，イタザ

アのロ・ガット (Lo Gatto) に比することができましょう。

1880年代になりますと， フラ γスにロシアの小説がはなぱなしく紹介されるようにな

り，ヴォギュエ (Engene-I¥1elchoirde Vog泌)の「ロシアの小説J5)が著わされたりし

ました。 また堅史の分野では吉典とも言うべきノレロワ・ボーリュウ (A.Leroy-Beaulieu) 

の「ツアーリの帝国とロシア人 iベヘ ランボー (A.Rambaud) の「起源から1884年まで

のロシア史j が出主したわC このランボ-:11896年から98年主で文部大臣の職にあった入

で，その立場から公式的にもスラヴ研究を奨励したと言われています。そして，フラ γス

の大学で正式に講座としてロシア話・ロシア文学を担当した(1892年よりリール大学文学

部において〉エミール・オーマ γ (Emile Haumant) は，彼の女婿でもありました。オ

ーマンは 1902年にパリ大学のロシア語・ロシア文学の講産の教授に就任するとともに，

1885年以来ノレイ・レジェが占めてい，七コレージュ・ドヶ・フランスの講座をも担当するこ

とになり， リール大学の長任iこは，若い吉語学者のリロンデノレ (Andr岳 Lirondelle) が就

任しましたっオーマンばその後，名著[ロシアにおけるフラ γス文明 (1700-1900)J7)を

著わし，風俗習損，教育，文学，政治思想，宗教にわたって，フランスとロシアの文化的

関係、を詳細に検討しましたわ

1891年から94年にかけて成立 Lた露仏同盟ぽ，プランスとロシアを政治的にも経済的に

も接近させることになりスラヴ研究の面にもそれがあらわれてきましたむすなわち「東洋

3 )レジヱには次のような著作があります。
La comedie russe au XV II siecle， Geneve， 1890 La Russie intellecluelle， Paris 1914. 
4 )ドゥニは DuVarar a la Sotcha， Paris， 1923.などを著わしました。
5) Eug色1e-瓦1elchiorVogue， Le roman russe， Paris， 1886， 
6) A. Leroy-Beaulieu， L' Emtire des Tsars et les Russes， Paris， 1881-1889， 3v. 
A. Rambard， Histoire de la Russie dφuis les origines jusqu' a 1884， Paris， 1884. 

7) Emile Haumant， La culture franC;aise en Russie (1700-1900)， Paris， 1910. ・
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語学校jにおいても， 1890年からメイェ (AntoineMeil1et) 8)がスラヴ語及び古代スラヴ

語，比較文法の講義を規則的に行うようになり，また1891年からポール・ボワイェ (Paul

Boyer) 9)がロシア語の教授を担当し始めましたっこのボワイェという人はすぐれた学者で、

あるとともに，多くの弟子を養成した人物で，その中には後に 「スラヴ研究所」の所長

となり，数々のすぐれた業績を残して今年 (1967)の夏亡くなった， アンドレ・マゾγ

(Andre Mazon) 10) や， ゲノレツヱ γに関する論文で学位を取り，のちパリ大学の教授とな

ったラブリー (R.Labry)，美術史の領域で註事をしたノレイ・レオー (LouisReau) ，演劇

史のパトヮィエ (}ulesPatouillet)，アヴァクムの自伝と分離派の研究で金字塔ともいうべ

き業績をうちたて，今日なおかくしゃくたるピエール・パスカル (PierrePascal) らがし、

ます11)。ボワイエは東洋語学校におけるロシア語の授業を大幅に改革して充実させるとと

もに， 1911年にはベテノレブノレグにフランス研究所 InstitutFrancaisを創設して，前記の

すぐれた弟子たちを派遣して，次代の研究者を育成し且つフランスとロシアの文化的交

流に大きな貢献をしま Lた。

雑誌 f)(...・モンド・スラヴJの発行と fスラヴ研究所Jの創立

かくして出発したフラ γ スのスラヴ研究は，第一次世界大戦の勃発によって，組織化の

方舟を取るようになりますO もともとフランスには，スラヴ諸国と手を結ぶことによって

ドイツに対抗しようとL、う考えが伝統的に強くありましたが，第一次大戦に際して世論も

スラヴ諸国に味方したことが，以下に述べる雑誌の発行とか研究所の創設の機運を強めた

8)メイエには以下の著作があります。 Leslave commun， 2e edition， reVlle et angllmentee avec le 
concours de A. Vaillant， Paris， 1934.同じく Vail1antとの共著で Grammairede la langue serbo・

croate， 2e edition reVlle， Paris， 1952. また Revuedes Etudes Slavesの第16巻は彼の特集になっ

ています。

9) B句rerの人と業讃については Melangestublies en l'加nnenrde M. Paul Boyer， Paris， 1925， 
及び A.Mazon，“Paul Boyer，" Revue des Etudes Slaves， t. XXVI pp. 7-13.を参照。

10)マゾンは語学，文学の双方にわたって実に多くの業績を残していますが，ここでは以下にとどめま

す。
Andre Mazon， Grammaire de la langues russe， 4e edition， Paris， 1963一一一 . Emploi des 

aspects du verbe russe， Paris， 1914一一一 Unmaitre du roman russe Ivan Gontcharov， 
1812-1891， Paris， 1914一一一 .Manuscrits d' Ivan Tourguenev notices et extraits ραr A 
M azon; Paris， 1930一一 . Le slavo d' 19or， 1940. なお Revuedes Etudes Slavesの第27巻は

彼の特集号 MelangeAndre Mazonとなっています。
11) Raoul Labry， Herzen et Proud加n，Paris， 1928一一一 ，Alexandre Ivanovie Herzen (1812-
1870) : Essai sur la jormation et le develoJゆementde ses idees， Paris， 1928. 
Louis Reau， L' art russe des origines a Pierre le Grand， Paris， 1921. 

， L' art russe de Pierre le Grand a nos jours， Paris， 1922. 
Jules Patoui1let， Ostrovski et son theatre de moeurs russe， Paris， 1912. 

， Le theatre de moeurs russe des origines a Ostrovski (1672-1850)， Paris， 
1912. 

Pierre Pascal， Avvakum et les debuts du raskol ; la crise religieuse au XVIIe siecle en 
Russie， Paris， 1938 (2e， 1963) . 

， La vie de l'archiPretre Avvakum ecrite par lui-meme， et sa derniere etitre 
au Tsar AlexTs， Paris， 1938 (2e， 1960). 
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ということができますc

まず1915年の夏，高等教育局 (LaDirection dε 上EnseignementSUIコ台ieur)はバリ大学

の学長に対 L，その出等研ー充所 (EcolePratiques des Hautes Etudes) こ，スラヴ諸民族

の民族学と壁史の講義を;r，IJ;立する可能生を諮問 Lました。そこで， 1916年 1丹13Uパリ大

学文学部にこの問題を審議すべくフランスの主だ η たスラヴ学者が集り支したが，そのイ

ニシアティブをとって会議をすすめたのユ前記のエルネスト・ドゥニで，集った顔ぶれ比

ポーノレ・ボワイエラエミーノレ・オーマン，

ァγ トワーヌ・メイェ，ノレ/(・レオ，それにゲノレマニストから転向して， ロシアの文

民裕なと幅の広い著書をあらわしたジューノレ・ノレグラ(JulesLegras) 12) 

オーストザア・ハンガリーの研究で学{立を取り，後ながく iスラヴ研究所」の理事長をつ

とめたノレイ・アイゼンマン (LouisEisenmann) 13人そ，~Lにへレニストのヴイクトーノレ・ベ

ラーノレ (VictorBerard) i.二どでしたO この会議において，一連の学術講演会を組織するこ

とが決定されるとともに，つL、先頃芙国の King'sCollege ;ニ“School of Slavonic Studies" 

が創設されることが本決りになったこと 14)も刺戟となって，

ーを作ることが重要な河題になりました。

アンドレ・リロ γデ

パリにもスラヴ訴究のセンタ

レジェ，言trに述べたノレイ・

心理，一一詰

ル

学

かくて同年2月より 4月まで何回治ミにわたってスラヴ研ゲこにはする学街講演会が開か

れましたが， まずベヲーんの;フランスとスラヴ j を皮切りに， マサザック (Thomas 

Masaryk-後にチェコスロヴァキアの大統叡となった彼はフランスのスラヴ研究に特

にふかし、関係を持ってL、支すが，これについてはあとで述べます)の[世界の中のスラヴ

7スラヴ語の性格ボワノfユの fロシア， M史--'，オーマンの fロシア

ワロンデノレの;ロシアの文学， レオーの「ロシアの美術ム

メイエの民族

三五 i

up-" ドゥモフスキー (Roman

「ポーランドドラブリーの iブ、ノレガリア ツヴイーイッチ(JovanCviji己)

「セノレピアJ，ベネシュ (Edward Bene語、放についても後にふれます〉の fチェコスロ

ヴァキアJ，アイゼンマンの jスラヴのー{本性 (solidarit邑jj， ドヶニの iスラヴの未来」と

L 、った，かなり啓蒙Fi:~色彩のこい講演が次々に行われ主したさこの連続謀演会は成功をお

さめ 5月13日の第4回会合で、立、つづL、て iスラヴ民族の宗教Jと題する連続講演会を

開くことがドゥニによって提案され，可決されました。

のDmovski) 

σ〉

ドゥニはこれより前，すでに19例年からソルボンヌにおし、てロシアとバルカンの政治問

題に関する講義を行ってい主したが，これはその後，第 1次大戦後の1921年に「スラヴ諸

民族の文明と歴史j の講座として正式に常置のものとなりますc また大戦中に，東洋語学

校にポーランド語，セルピア詰，ブルガリア語の講座が増設され，またソノレボンヌと東洋

語学校の両方に，東歌史の講座が認められるようになりましたc

12)彼にはハイネについての著打ミなと、がありましたが， 1895年 Aupays russe 

年iこは主著 Lalitteraturc cn Russieを出しま Lた。
13) Louis Eisenmann， Le compromis austro-hongrois， Paris， 1904. 
者で Histoiredc Russie， Pari，:， 1932-33も若わしています。
14)この間の料iU二っし、てはR.¥V. ~ぞいIトW以内n，“The 0心gins()f t!lC Sch()o!りfS!avonic Studies，" 
Slavonic Review， ]anuary， 1939， p弓pλ.3次(j泊O一371上. )え3ひ三 “T、heSじけhωu(り寸>1り叶f、S訟¥，伐lV{け叫}江111C(11η1d Eミa泌i泌stEl山1口ropean1 
S出tt吋ldi託C白己s:The Fir工芯凶己叫t壬F、i託ftりy主Ye∞ωa山訂11汀rぐS
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このようなスラヴ研究の進展は， ついに1917年になって， 月刊誌 1/レ・モンド・スラ

ヴjの発刊を見るに至りました。この雑誌もまたドゥニの多年の努力が時流を得てみのっ

たものと言えますが，その創刊号の巻頭言において彼は，従来フランスはスラヴ世界につ

いてあまりにも無知であり，そのため大きな代償を払ってきたが，今やドイツに対抗して

フラ γスとスラヴ世界はより画く結びつくべきであり，そのためには，従来一部の学者だ

けの狭い世界に閉じこめられてきたスラヴ研究の成果を，ひろくフランスの知識人一般に

開放する必要があると力説しました。そして，スラヴ世界を理解するためには，単に個々

の匿の外交政策を研究したり，文学作品を読むだけでは不十分であって，自然，地理，産

業，宗教，人種，とくに歴史を研究する必要がある，と言っていますが，ここには，従来

のせまい意味でのスラヴ研究から脱して，積極的により包括的な地域研究をめざす姿勢が

すでに見られます。このようにドゥニは新しい雑誌のめざす啓蒙的性格を述べつつも，同

時にその構神が純粋に科学的なもので怠って，事実を判断するよりも理解するように努め

るものであることを主張しています15〉C

以上のような目的をもって発行された「ル・モンド・スラヴjは， 1917年 7月から翌日

年 6月まで毎丹あるいは合併号の形で隔月に発行されましたが，それは次のような内容と

特徴を持っていましたO

構成は， (1)五ないし六篇の論文， (2) Vari岳teet Documentと題する数篇(2 '"'-' 5)の

時事問題に隠する資料と'情報， (3)書評数篇。この(1)の論文は，歴史，政治，経済，社会，

外交，文学，民族問題に関するもので2ろって，この点は以下に述べます第2シリーズにな
っても変ることなく一貫した方針で続き， 言語学， 文献学， 文学史を中心とする「ノレヴ

ュ・デ・ゼチュード・スラヴ」とは大いに異るところです。 (2)に関しては，当然のことな

がら，ロシア革命に関する記事が多く，この事件が当時どのように報道され理解されたか

を知るよい手がかりを与えてくれますo (3)の書評は，創刊号の巻頭言でスラヴ諸国で発表

された重要な書物はすべて取り上げるといっているにも拘らず，事実上，フランスで出た

ものが大部分でした。

しかし十月革命と，それにつづくソビエト政権のドイツとの単独講和は，フラ γスの世

論を急速に反ソ的にさせ，かかる時期に雑誌の刊行を続けることは当をえないと判断した

ドゥニは，ついに丸一年たった1918年の 8月号で一応発行を打ち切ることにしました。し

かしその後§年たって，この雑誌は1924年11月から新たに第 2シリーズとして発行される

ようになりますが，この間にドゥニは亡くなり，次の五人が編集に当るようになりました。

アイゼγマ γ(パリ大学教授，スラヴ研究所理事長)，ブールノノレ (EtienneFournol，元下

院議員，建設省名誉局長，後にスラヴ研究所副所長入コーヴァン (AugusteCauvain，ア

カデミー・デ・シアンス・モラル・ェ・ポリティクの教授)， ノレグラ (ディジョン大学教

援)，モイセ (HenriMoysset，海軍兵学校教授〉。

復子u第一号の巻頭には「われらのプログラム」と題する，これら五人の編集委員の一文

が掲載されていますが， そこには同雑誌復刊の理由として， ロシア革命及びオーストリ

15) Ernest Denis， Robert de Caix，“Notre programme，" Le Monde Slave， 1917， No. 1， pp. 3-17. 
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フランスにおけるスラヴ研究の涯史と現技

ア・ハンガりー帝国の崩壊と新興諸国の誕生というスラヴ世界の大きな変化に際して，従

来の狭い枠を脱した研究が要請されるようになったこと、マサりックが{ースラヴ研究所J

の閉所式で、述べたようにヲ今ほど西歌諸冨にスラヴ世界を知らせ，またスラヴ諸国に西欧

世界を知らせる大切な時期はないこと，さらに;スラヴ研究所Jの創立に象徴されるフラ

ンス本国の軒究の発展と，イギリスの Schoolof Slavonic Studiesやイタリアの Istituto

per 1 'Europa Orientaleの発足にみられる外国(これには新しく生まれたスラヴ諸国も含

まれます〉におけるスラヴ研究の進歩，といったことがあげられています16らまたこの一

文を読んで特に惑じられるのは、フランスの学者がドイツのスラヴ研究に対して並々なら

ぬライバル意識を持っていたということで，敗れたりと:tl.、え， ドイツはスラヴ世界に対

する彰響力を失っておらず，また特にそのポーランドとの関係を考えるならば，新しい戦

争の可能性が皆無とは言い難い，だからこそ西歌，就中フランスとスラヴ諸国とのより強

し、結びつきが必要なのだと L、うことが， くりかえし強調されていますっ

このようにして複刊した fル・モンド・スラヴJは，以前の第 1シワーズとほとんど体

裁が変っていませんC 即ち・罰約 160頁の月刊誌で，第一部iこJ主四ないし五篇の論文がの

っていますが， これは以前詞様，歴史‘政治，経済，外交を扱ったもりが多く，また大き

な論文は羽田かに分れて掲載されています。第二部は五・六篇の Var通話 etDocument 

で， ロシア革命や， ソビエトの致治・社会を報じたものが多く，スラヴ諸国の中でロシア

〈ソビエト〉の比重のぐっと大きくなっていることは， iロシアなくしてスラヴ世界を考え

ることはできずJ，Iヨーロッパにとってもロシア問題はもっとも大きなものであるJとの

複刊第一号の巻頭言からも， うなずけます。

いずれにしてもこの雑誌辻あとで述べる fノレヴュ・デ・ゼチュード・スラヴJよりも，

はるかに啓蒙的色彩がつよく，この点では現在米国で出ている i-RussianReview-， に似て

いるとも言えますが， よりアカデミックな fノレヴュJとこれが並存していたことはフラン

スのスラヴ研究にとって，よいことでしたつしかるにこれが1938年 7月号をもって嘉刊に

なるや，第二次大戦後20年近くたってようやく， rヵェ・ドヮ・モンド・ノレス・ェ・ソヴ

イエティグJ(Cahier du :NIonde Russe et Sovietique) が発行されるまで，フラ γスには

専門誌として iノレヴュ」だけーが残ることになり 17に これが第二次大戦後今日までフラ γス

のスラヴ研究が政治学，経済学，歴史学といった分野で、アメリカに大きく遅れをとるよう

になった理由の一つのようにも思われます18)。

L 、ずれにしましても， この第 1・第 2シワーズあわせて15年間続いたこの雑誌は，今ま

でわが国ではほとんど利用されずにあったと思われますが，バリに亡命していたミリュコ

ーフやマサリックの寄稿，そしてデカブリスト (1925.No. 12)二ご，トルストイ (1928.No. 8)， 

16)“Notre programme，" Le Monde 51αve， novembre， 1924， 1'¥0. 1， pp. 1-18. 
17)亡命者が出していた雑誌仏、ずれも短命〉はlf(111ありました。
18)もっともこれは philol味1{'や linguistiqucをもって，スラグ研究の111心と考える，フランスの伝統
的な考え方とも[延長がありますけ 'JO~)bこと1;:べた h人の樹立U-;-~ 士、;;:-r;ーとしては lJ~lて一流の人たちで、
はなく，この点 fールグコ.Jにくらべるとは劣りがするのは'1仁たですu しカ過しもしドゥニが生きていた
らあるいはもう少し事i吉が支っていたので、はないか，と忠
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ドゥニ (1928.No. 11)， ミツキエヴィッチ (1929.No. 6) についての特集のほか，ロシ

ア革命10周年記念特集 (1927.Nos. 11-12) などもあって，今後わが国でももう一度顧み

られてよいのではないかと思われます。

先のドゥニを中心とするフランスのスラヴ学者の /ζ リに研究のセンターを作るという構

想、は，ついに大戦後の1919年になって，ミシュレー街9番地(9rue Michelet)にある Denis-

Friedel家の有する家屋を新設の研究所にあてるとともに， チェコスロヴァキア政府の緊

急援助金をえて， ここに実現のはこびとなりました。かくてドゥニは， Iスラヴ研究所」

(L' Institut d' Etudes Slaves) と題する一文の中で，パリがスラヴ以外の地域におけるス

ラヴ研究のセンターになったことを誇らしげに宣言すると同時に，次のような見解を援護

しました。まず第ーにフラ γスとスラヴは2000年来(I )協力してドイツと戦ってきたこ

と，しかし第一次大戦の戦後処理の不手際から世界の平和は未だ確立せず，その保証のた

めにはフラ γスとスラヴの同盟が確国として成立すべきであり， しかもこの同盟は双方の

親密にして永続的な理解にこそもとづくべきであること。第二に，かかる毘的から設立さ

れた「スラヴ研究所jは，純粋に科学的な性格を宥すべきであって，具体的には，スラヴ

研究者程互の接近をはかり，フランス及び諸外国の研究者に研究と討論の場を提供するも

のであること O また内外の専門家による公開の学街講演会を持つことによって，スラヴ諸

匿の政治的・経済的・知的・精神的発達を理解することにつとめ，旦つ厳密に学i司的で、あ

ると同時に輿味ある論文をのせた雑誌を刊行すること O さらに図書館を作って研究者に便

宜を供するとともに，バワで学ぶスラプ諸国の学生のための研究指導の仕事も兼ねるよう

にすることなどです。

ドゥニはその後2年たった1921年の 1月に亡くなりましたが，以上のドクニの理想、は，

この年の 8月12B，チェコスロヴァキア政府がパリ大学に 100万フランの寄付をしこれ

にもとづいて大学が先の DenIs-F riedel家を買いとって，これを大学問属の研究所とした

ことで施設として確立され，また同年雑誌「ノレヴユ・デ・ゼチュード・スラヴ」が発行さ

れるようになったことで実現されることになりました。そして，基本的には，先に述べた

ドゥニの研究所についての構想は，今Eまで変ることなく続いていると言ってよいでしょ

うO ところでこのチェコスロヴァキア政府の援助というのは，局員の初代大統領たるマサ

ザヅグが個人的にドゥニと親しい間柄にあり，すでに1919年の春に，同じく後に新政府の

外相(その後言椙，大統領〉となったベネシュとともに，パリにおけるスラヴ研究所の創

設についてドゥニと話合っていたことが，そもそもの発端になっていますO なおこの1921

年に寄贈された 100万フランは， Iスラヴ研究所j の官制化に用いられたほか， ソルボン

ヌにドゥニの名を冠する「スラヴの歴史と文明」に関する新しい講座の創設のためにも用

いられ，これはアイゼンマンが担当するところとなりました。

その後1923年10月17B 19)に，マサリックはベネシュと共に[スラヴ研究所」を訪れ，汎

ゲノレマン主義に対抗する西欧世界くとくにその中心たるフランス〉とスラヴ世界の結びつ

きの必要性を強調しこの面での「スラヴ研究所 iの立義を753く;汗錨しました。

19)公式的には，この日が「パリ大学スラヴ研究所」の問所式のLHこ当ります。
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フランスにおけるスラグ研究の摩ンピと説状

fパリ大学スラヴ請究所 (L'Institutd'Etu<Ies Slaves de 

l'Univers討会d.3 l"sarig)と雑誌)!.-ヴュ・デ・ゼチュード・

ス‘ラヴ」 (Revue des Etudes Sla ves) について

このよう i二二て定之 iに 「スラヴ引す日iJTJ;ょ， F '7ニのヲピ 1921'il三から36{f.までメイエ

テーマンら四人のi説明長と，アイ七、ンマンを事長にして，以下三を所長i二， ポワイユ，

'代[]nrr長マゾンノ
す21九

(1937-1959) ， 三として弐在の所長のポノレタノレポogerPortal) 20) と続きま

次に研究所の規約をえ主すと(これは1920年 3JJ 9 11;二出来，その後今年まで数回にわ

たって，若干の変更が加えらましたλ諸 A条において，そのヨ的を(ースラヴ及び東・中

欧全般にí3~ずる研究を完民させ，それこよってスラヴ諸民族とフランスとの辞を緊密化す

ること jと定めてし、主すむな;---，，1922年 3月14r ì の条訣 ~convention) によって，本研究所

はパリ大学i二附属する iミ;1白一 '1な見立 (un るtaUisscmcnt ~utonome) と定められましたが

これは第三条のメンメーの資格を浬解する上にi二日系ちります。 即ち，この研究所のメン

バ~(土， (1)会良二名のHtよ7んi二よって -tr-会三認めら tl， 1t三額 6フラン (1967年現在〉
の会去をきムった正会員 (membrcactif) と、(:2)240フラン以上の寄付ーをし，所長の推せん

で豆長会/]~認めた完叫会久(出合mh・c donnateur) 及び (3)特に功結があって罪事会で認

められた名誉会只 (mεmlTed'honneur) ，二分げられます。 しにぶつてメンバーになるた

必ず Lもパワ大手-~二勤している必安江ないわけーで、大部分はフランス各地の大

学， リセ，研究所今につとめている入ひととから氏っ -c~ 、主すっ ril?事会を構成する理事;土30名

年次総会で会員の秘街投票にょう選出されることになってLもますが，フランス国籍を

与るi二i主，

で，

持つものに限られています(出 5条

の中からー名の所長とl正i名の副月T長，

事務局を構成します〈第 5， 6条)0

主主会lは少なくとも三ヶ月i二一回開かれ，

それにーー名の長と一名の会討を選び，

研究所の活動におして法令 L存2条でよえの凶つの分野が定められてL、ます。

(1) 

(2) 

(3) 

ω 

図書館の志営と図書の縞入

三!j-、~~

拍手)"4工;
引に:;-:/::.
uf'子iVt ';Lご 集会及び展示会

奨学金(旅費及び滞在費)

雑誌及び学術吉の発行

の支給

20)ポノレタノレの菜iktiこついては山本俊郎氏の民主主文を参豆七

メンハー

これらが

21)歴代のメンパーをあげますと，名誉許究所長 Pa叶 Boyer(19-18)， And込 Honnorat(1950)， Andre 
五M;:

Roger POω)rt凶31(江195ω9-). 名?誉三幸?副羽現今J長;云乏 Lou凶1おsRミ包u()95宗匂匂jム， Pi的e白r汀T陀eP払)a泊凶s記cal(任19鉛63剖). 副所長 Paul Boyer 

(1920-48)， Etienne Fournol (192G--~叫， EmileHロumant(1920-29)， Joseph I{einach (1920-22)， Andre 

Honnorat (1922-50)， Andre l¥llazon (1929-37)， Yve詰仁~hataiglleau (1937-.16， 1953-)， Andre Liron-

delle (1945-52)， A!ldre V;，i!1;出t(19-45-)， PieJγむ P;以 'al(1948-6己)， Louis Reau (1950-58)， Roger 
Portal (195S-59)， Jean F;:brc 119G9-). Henri GrilJljard (1963-九 千三?とi主事長 AlfredFichelle (1959) . 
. PiUt:.tξLouis Eisenm;出 IIiI922-:::7)， Raoは1Labry(1937-5il)， AlfIでdFichelle (1951-59)， Henri Granjard 
(1959-63)， Jacques Lepissier (1963-J' 
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ここの密書館は正規の文献購入以外に， 1924年にはチェコスロヴァキア政府から 1，000

冊にのぼる寄贈を受け， また雑誌、 Revuedes Etudes Slavesとの交換や， メイエ，アイ

ゼ γマンの議書の購入によって 1966年末にはその議書数が 52，524タイトノレに達していま

す。その内訳は， ロシア部門 15，993タイトノレ， チェコスロヴァキア部門 6，643， ユーゴ

スラヴィ 74，714，ポーランド4，040，ブルガリア2，297，ウクライナ 2，151，一般 5，264，

定期刊行物2，327，これにレジェ文庫2，573， ドゥニ文庫749， トノレストイ文章516タイトノレ

が加わりますO 一年間の購入数は昨 1966年の例で言いますとし665タイトノレ，内訳はロシ

ア967，ブルガリア153，ポーラ γ ド115，ウクライナ 90，チェコスロヴァキ785，ユーゴ

スラヴィ 753，自ロシア44，ノレーマニア20などとなっていますO

予算は1966年度において収支共に140，∞0フラン〈約1，000万円〉で，収入の半分は文部

省より，あとはパリ大学，アカデミー，パリ市，ユネスコ， ドヮニ基金などから成り，一

方支払いは人件費に59，∞0フラン22〉，文献購入に40，450，出版・印制費に40，550フランと

なっています。

次に出版活動について述べますと， 1921年以来今詰までひきつづき，雑誌 Revuedes 

Etudes Slavesを発行してきました。

これは最初の頃は 170頁ほどの小冊子で一巻が二分冊に分れて出ていましたが，その後

320-400頁ほどの一冊にまとまって出るようになりました。

編集は第 1巻(1921)から16巻 (1936)までが， メイエとボワイエを dirるcteurvこ，マ

ゾンを secretaireとして出され，第17巻から25巻(1937-49) までがボワイエ， マゾン，

ヴァイア γ23)の三人を di廷cteurvこ， 26巻 (1950)から現在までが，マプ γ とヴアイアン

の二人を dirるcteurにして出されていますC この顔ぶれからも一見してわかるように，こ

の雑誌の論文は言語学，文献学関係の論文が多く，創刊号の序文においても，メイエはス

ラヴ学の内容を主にくlalinguisti弓ueet la philologie slaves)と理解しています。

雑誌の内容は現在に至るまでさして変らず，八なし、し九編の論文と，五なし、し六編の書

評，それに資料が時々揚載されます。さらにこの雑誌の特徴のーっとして，創刊号以来今日

まで，各巻末にのる部門射のかなり詳結な ChroniqueBibliographiqueがあげられますO

これは最初のころは25頁程度でしたが，近年では 200頁余に及ぶ大きなものとなり，雑誌

の三分のご近くを占めるようになりました。内容は，過去一年間にいろいろな匿の言葉で

発行された単行本，雑誌論文の中，特に重要と豆、われるものを対象に，仏・芙・独のほかロ

シア語やチエヅコ語，ポーランド語などの主要な文献も扱われ，その功績はユネスコによっ

て認められ，毎年この部分は出版助成金をえていますO 分類は (1)一般(言語学，文献学，

22) Iスラヴ研究所」には1967年3月現在， 3人の男性の奇書と 2人の女性の秘書がし、ます。
23)彼はメイエの弟子で，古代スラヴ語，スラヴ語の比較文法などの領域ですぐれた仕事をのこしてい
ます。ながく東洋語学校の教授をつとめたあと， 1952年以降マゾンのあとをうけて，コレージュ・ド
ゥ・フランスの講座を担当し現在はその名誉教授となっています。 彼の半生と業積については，
Revue des Etudes Slaves， t. XL， Melange Andre Vaillantにくわしく， このヴアイアンに捧げら
れた特集号の序文は， リセ一時代の友人であるパスカルが書いていますが，これは簡にして要をえ，

しかも友信に満ちた一文となっています。
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フランスにおけるスラヴ訴究の歴史と現状

民話，民f谷学，政治・社会，宗教史，考古学と美予告史，スラヴ学， ピザンツ学)， (2)ロジ

ア(言語，文学と文学史，民話・民謡学，政治・社会・経済史，考古学と美術史)， (3)ウ

クライナ〈創刊当初はロシアと小ロシアとして一括していましたっ言語，文学と文学史，

政治・社会・宗教史，民話，民各学)， (4)白ロシアく言語， 文学と文学史， 民{谷学， 政

治・社会・経済史)， (5)チエヅコ(三語，文学と文学史，政治・社会，宗教史と美術史)，

(6)スロヴァキア(以前はチェッコと一括。言語，民話と氏{谷学.文学と文学史，歴史)，

(7)ポーランド(言語，文学と文学史，歴史・経済・社会・政治・文化，美信史と民f在学)，

(8)ソノレプラ (9)ポラーブ(最初の頃はこの項なし)，鱒セノレボ・クロアティア(言語と文

献学，文学と文学史，民話，設治・社会史)，締スロヴェニア〈当初aセ/レボ・クロアテ
ィアと A括)， (l~マケドニア(言語，文学と文学史，民話と民俗学，政治・社会・宗教史

と地理，考古学と美術史)となっていますc

このあと巻末には毎号のようにその 4年間に亡くなった各自のスラヴ学者の略伝 (nるc-

rologie) が掲載されますが怪歴と主な業績の詔介も兼ねたこの調も有益なものです。

このほかすぐれた学者に対し宅 その友人・弟子などが捧げた論文集の形をとる号ーもあ

り，近年では 1961年の第 38巻がパスカルに， 1964年の第 40巻がヴアイアンに捧げられ

ていますOこれには業績日録も巻末にのっていて，それぞれの学者の仕事の全貌をうかがう

ことができます。国みに前者におけるマゾンの序文と， I ~金曜日の講義j と題するタピエ

(Vactor T apier) の一文，後者におけるパスカルの序文とマゾンのあとがきとは，いずれ

も，これら二人のすく、jノLたスラヴ学者の生き方を通して， フランスのスラヴ研究の性格と

かあり方とかいったものがよくにとλ出ていますc

またこの雑誌の indexは第 1巻から21巻(1921-44)まて、fi':1949年に出され， 22巻から

31巻(1945-54)までが1957年に出版されています24)。

次に雑誌以外の fスラヴ研究所」の出版活動について掠れますと Iノレヴユ・デ・ゼチ

ユード・スラヴJの付録の形で次のようなシリーズが出ていますっ

(1) Travaux Publies par l'Institut d'Etudes Slaves. 

このシリーズは言語学・文献学，文学史，などのうよ野で29のタイトルが出ていますが，

この中には先にあげたマゾンの有名な「イーゴヲ軍記Jの研究や，メイエの古代スラヴ語

の語掠に I~Jする研究 Etudes sur l' f:tymologie et le vocabulaire du vieux slave， secon-

de partie， 2e edition， 1961. さらにポワイエ〈前述) ヤノレグラに捧げられた論文集

Miヲω1gesen l'honneur de ]ules Legras， 1939.なと、も入っています。

(2) Collection Historique de l'Institut d'Etudes Slaves. 

この歴史シリーズには， 18世紀のウラノレの工業についてのボルタノレの研究，L'Oural au 

XVllle sIt"c!e : etude d'histoire economique et sociale， 1950.やノルド (BorisNolde)の

「ロシア帝国の形成二と題する二巻本 Laformation de I'Emjぅirerusse， t. 1， 1952， t. 

II， 1953.そ Lて最近評判の高かっ f、ニコンフィノ (lY1ichael Confino) の18註紀末の地主経

営に関する労作 DOJηαineet seigneurs en Russie vers la fin de XVllle siecle， etude 

24) な;f:)fY~27迭の香木 iニは，第 1 をから第25巻までの [1 次がのってし、ます。
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de struclω'es agraires et de mentalites economiques， 1963. など 18タイトノレが入って

いますO

(3) Lectures Annotるsde l'Institut d'Etudes Slaves. 

これ¥rこは， Jacqueline瓦1azonの Lecturestcheques， 1944.と ElicBor三cakの Leclures

ukrainiennes， 1946.の二点が入っていますO

(4) Lectures en Deux Langues de l'Institut d'Etudes Slaves. 

トノレスト子やツノレゲーネフの作品とフラ γス語の訳注とをのせた四点がこれに入ちますO

(5) Biblioth伺uePolonaise de l'Institut d'Etudes Slaves. 

これには JanRutkowskiの Histoireeconomique de la Pologne avαnt les tartages， 

1927.や BronisIasChlebowskiの Lalitterature tolonaise au XIVe siecle. 1933.な

ど西タイトルが入りますO

(6) Collection de Manuels de l'Institut d'Etudes Slaves. 

Meilletの Leslave commun， 1934， Vaillantの Manueldu vieux slave， 2 vols， 

1963-64.など六タイトノレ。

(7) Col1ection de Grammire de l'Institut d'Etudes Slaves. 

このコレクシヨンには Grappin の Grammirede la langue polonaise， 3e edition 

revue et corrigiee， 1963.や Mazonの Grammairede la langue tch匂ue，3号制ition

revue et co主主igeepar Jacqueline 1'v1azon， 1952.など五点が入っていますO

(8) Textes Publiるspar l'Institut d'Etude Slaves. 

La trise de ]erusαlem de ]osethe le ]uぴ，texte vieux-russe et traduction francaise 

tar V. Istrin， Andre Vaillant et Pierre Pascal， 2 vols， t. 1， 1934， t. II， 1938.など五

タイトノレO

(9) Biblioth色立ued'Etudes Balkaniques. 

Documents， contes et chansons slaves de l'Albanie du Sud， t. I， par Andrる Mazon，

1936， t. II， par Andr邑Mazonet Maria Filipova-Bajrova， 1965.など四点。

(lQ Bibliotheque de l'Institut Francais de Leningrad. 

continuるepar la BibliothさqueRusse de l'Institut d'Etudes Slaves. 

これはもっとも大きなシリーズで，現在までに34点出版されています。この中には文学

史研究の上で見逃がすことのできぬいくつかの労作がありますが，とくにツノレゲーネフに

関するマゾγとグラ γジャーノレの研究25) チャアダーエフについてのケネーの古典的とも

言うべき研究26ヘジュコフスキーに関するエーラ{ノレの研究27にアレクサンドル・プロー

25) A. Mazon， Manuscrits tarisiens d' Ivan Tourguenev， 1930; Henri Granjard， Ivan Tourguenev 
et les courants tolitiques et sociaux de son temts， 1954; ， Ivan Tourguenev， la comtesse Lam-
bert et“Nid de seigneurs，" 1960. 
26) Ch. Quenet， Tchaadaev et les letlres thilosoρhiques : Contribution a l' etude du mouvement 
des idees en Russie， 1931. 
27) M. Ehrard， V. A. ]oukovski et le treromantisme russe， 1938. 
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グについてのボノーの仕事28) ピーサレフについてのコカールの研究29) ネグラーソブ

に関するコノレベの労作30) サノレトィコフ・シチヱドリンについてのサーニンの研究3D そ

して前にも言及したアヴァクムに関するパスカノレの労作などが， 目立ちます。これらの研

究はいす、れもフランスの文学史研究の伝統に立脚して，ながし、年月をか;J，着・実に資料を

蒐集し検討した上で、書かれたものばかりで，現在でもほとんどその価値を失ってし、ない，

と言えるものばかりです。従来わが密のロシア文学研究の上で，これらのすぐれた研究が

十分参照にされなかったこと，そこから多くの無駄が生じたことは，十すに考えてなる必

要がありそうで、すC

次に講演会について記しますと近年;工増加して，年に大体14・5回行われてい主すc こ

れ辻フラ γスおよびスラヴ諮問の学者が招かれて iスラヴ研究所J の会議室で、二時間く

らい話をしそのあと裳疑をする形をとっており，聴講はだれでも自由で，通常50'"'--'60人

が寵きに来ます。 1966年度の例について言うならば 1月から12月までに16回行われ，ソ

連，チエヅコ，ユーゴから各 2人，ポーランド，ハンガリア，ブノレカリアからそれぞれ 1人

の学者が来て講演をしています。

このほか 1966年震は， 歴史のアグレガシイオンをめざす学生のために， ブザ、ンソン

(Alain Besancon)，ララン(五ilichelLaran) ら6入の少壮の学者が18・9世紀ロシア史の

諸問題を，それぞれ自分の研究テーマに即して講演しています3230

尚，スラヴ諸国とフランスとの間の奨学生の交換;L 文部省及ひ、外務省の管轄の下で行

われてい主すが，短期間の者も含めますと，その数は人文・社会・自然、;f'十字の分野にわた

って，わが国とはくらべものにならぬ大きなものになってい主す。却ち 1966-67年変の例

について記すならば，ポーランドからi工73人がフランスヘラ以下ユーゴ65人，ブノレガリア

32人，ソ連及びルーマニア各24人，ハンガリア14人等となっており，逆にフラ γスからこ

れらの国へは，ソ連65人，チエヅコ58人，ユーゴ17人，ブ、/レガリア 6人(ポーランド23人一

但し1965-66年度〉がそれぞれ奨学生として行きま Lた。

第二次大戦後の研究の発震一大学・研究機関・専門誌iこついて

1938年 9丹のミュ γヘン協定から，第二次大戦が挟了するまでの 7年間は，フランスの

スラヴ研究にとって，きわめて辛い時代だったと言えますが33)この間もフランスのスラヴ

研究は「スラヴ研究所 iを中心と Lてたゆみなく続;すられ， 戦争が終了する J子， 1945年

にはボルド一大学にスラヴ語とスラヴ文学の講座が， 1946年乙は東洋語学校にスラヴの地

理，歴史，文明についての講座が設置され，ついて、エグス・アン・プロヴァンス，クレー

28) S. Bonneau， L'univers 1りoetiqued' Alexandre Blok， 1946. 
29) A. Coquart， Dmitri Pisarev (1840-1868) et l'ideologie du nihi五smerusse， 194-6. 
30) Ch. Corbet， Nekrasov : l'homme et le 1うoete，1948. 

31) Kyra Sanine， Saltykov-Shtch長drine Sa vie et ses oeuvres， 1955. 
32)この内容は L'Emjうirerusse de 1762 a 1855. Paris， 1966に発表されました。
33) Alfred Fichelle， op. cit. 
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ノレモ γ ・フェラ γ，ディジョソの各大学に，新しい講座が設置され，急速な立ち声りと発

展を示しましたっ

かくて現在では，大部分の大学，多くのリセ，コレージュにおいて，ロ γア語の授業が

行われるに至りました34)。大学におけるスラヴ研究の授業について見てみますと，その中

心はなんと言ってもパリ大学で，ここの文学部には，ロシア語・ロシア文学・ロシア文明

の講墜に HenriGranjard と NicholasWeisbein の二人の教授， 三人の講師， 一入の

maItre-assistant，六人の助手の外， ボルタノレら三人の charged'un cours がし、ます。ポ

ーラ γ ド語・ポーヲソド文学の講産は JeanBourrilly教援を頭に， maItre de conferences 

assoclるとして StanislawFrybesが， chargるd'uncoursに Hel色ne缶詰mooukhoff女史

がおり，チエヅコ語辻 VゑclavVlasakが，ユーゴスラヴィア文学は MidahatBeg泌が，

セノレボ・グロアト語とユーゴスラヴィア文明は Ljubomi主 Popovieが， プノレガリア語は

Roger Bernardがそれぞれ担当しています。

次に， 1960年tこ設立されたソノレボγヌの「スラヴ霊史研究センターJ (Centre de Re-

cherches sur γHistoire des Slaves) は Portal を所長に， 助手に Francois-Xavier

Coquin35 ) がおり，また「ポーラ γ ド文明センタ~J (Centre de Civilisation Polonaise) 

では Frybesが所長を勤めています。

さらに高等辞究所 (EcolePratique des Hautes Etudes) におし、ては， その第四部門に

中世スラヴ語と文学のコースがあって， Vaillantと JacquesL岳plss1erの二人が指導に当

り，第六部門のロシア史では Portalと Besanconが， バノレカ γ の社会史では Georges

Hauptが，スラヴ諸国の経済と社会学では HenriChambreと BasileKerbleyが指導を

行っています。この高等研究所の第六部門におけるロシア・ソピエト研究の研究成果は，

後述の Cahierdu Monde Russe et Sovietiqueに発表されていますが， 近年のフランス

のスラヴ研究における歴史，政治，経済等の部門への力の入れ方には，著るしいものが惑

ぜ、られます。事実サン・ミシェル大通りの 131番地には，高等研究所に麗する「ソ連とス

ラヴ諸国に関する資料セ γ ターJ(Centre de DocumentatIon sur l'U.ま.S. S. et les Pays 

Slaves) が 10年程前に創設され， Iスラヴ研究所j よりも積極的に新刊書・の購入を行い，

また内外のピプリオグラフィーの整備にさ当っています。尚ここの主任である Alexandre

Benningsenはソ連邦内の田教民族の民族問題の専門家です。

次に東洋語学校 (EcoleNationale des Langues Orientales Vivantes)について記します

と，ここの学生の半分以上がロジア語を取っていると言われるだけあって，ロシア語科には，

Jean Train， Jacques Veyrenc， Leon Robelの 3入の教授の下に， charge de cours， charge 

de conferences， lectrice各 1人，それにお人もの講師(repetiteur)がし、ますO ウクライナ語

34)リセにおいて，ロシア語を学ぶ学生数は次のようになっています。

1962-1963…ー 11，885 (中第1外語として学ぶもの 372) 
1963-1964…一. 12，407 (グ 551)

1964-1965…… 12，685 (か 655)

1966-1967・…一約15，000(その半分がパリ〉

35)伎がクセジユ文庫に書いた「ロシア革命jは邦訳出版されています。
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は MarieScherrer教授と講師 1入，チヱヅコ語は Yves 1'v1 illet教援と助手 1入， ポー

ランド語では EtienneDecaux教授と助手 1名， セノレボ・クロアト語誌 HenriBoissin 

教授と二人の講師， ブ、ノレガリア語は RogerBarnard教授と 1人の劫手となっています。

このほか地理には 6人の chargede conferencesがし、て， ソ連(2名)， ウクライナ，チ

ェコスロヴァキアとポーラ γ ド，ユーゴスラヴィア，ブ、ノレガリア〈各 1)を担当し，歴史に

は MichelLaran (ロシア史〕と RobertPhilippot (ソ連， ウクライナ及ひ、ブ、ノレガザア史〉

の二人の教授のほか 5人の chargるdeconferencesがし、ますっ

新設のパリ郊外 Nanterreの文学部にも，ロシア語科が出来，チェーホフの専門家であ

る Laffitte夫人を教援に， 4入の chargるd'uncours， 2人の lectrice， 1人の maItre-

assistant， 2人の前手がし、ます。

以下フランスの地方大学について1966-67年度の状態を述べますと，

エグス・ア γ・プロヴァ γス (Aix-en-Province) にはスラヴ語とスラヴ文学の教授と

して PaulGardeがおり，ほかロシア語は 5人，ポーランド語 2人，セノレボ・クロアト語

1人といったメ γパーがし、ます。

プザγソン (Besancon) にはロシア語に 2入の chargるd'uncoursがおり，

ボルドー (Bordeaux)大学に辻，スラヴ語・スラヴ文学・スラヴ文明の講盛にウグライ

ナの専門家である GeorgesLuciani教授がおり， 以下ロシア語， ウグライナ語，ポーラ

γ ド語，チエヅコ語，セノレボ・クロアト語，古代スラヴ語に 8人のスタップがし、ます。

カー γ(Caen) には Jos邑Johannetを頭にロシア語に 3人っ

クレ ~Jレモン・フェラン (Clairmont-Ferrand) は，ロシア語 7 入， ポーランド語2人，

セノレボ・クロアト， ブノレガザア語各 1人。

ディジョ γ(Dijon) 大学誌 Char1esCorbet教援以下， ロシア語7入， チヱヅコ語，

ポーラ γ ド語，セノレボ・グロアト語各 1入。

リーノレ (Lille)には，少壮の JeanBonamourがスラヴの言語・文学・文明の議室を占

め， ロシア語5人，ポーランド，チェッコ，セノレボ・クロアト語各 1入力入、ますO

リヨン (Lyon) 大学は， Kyra Sanine女史が，ロシア語とロシア文学の講座を担当 L，

ほかにロシア語5人，チェッコ，ポーラ γ ド，セノレボ・クロアト，ブ、ノレガザア語各 1入。

ナγシー (Nancy)は，ロシア語の教授に Milan五1ar1王ovitchが， ポーランド語の教授

には ZygmuntMarkiewiczがおり， ほかに 6入がロシア語， ポーランド語及びセノレボ・

グロアト語を教えています。

ポワチエ (Poitiers) はロシア語だけ 4人c

レγヌ (Rennes) は，スラヴ語とスラヴ文学に 2人， ロシア語に 2人，セノレボ・クロア

ト語 1入。

ストラスプーノレ (Strasbourg) ~ì.， Robert Triomphe教授以下ロシア語に 5入， チェ

ッコ，ポーランド，セ/レボ・クロアト，ブ、ノレガリア語各 1入O

トゥーノレーズ (Toulouse)では HeleneZamoyska 女史がロシア語とロシア文学の講座

を持ち，ほかにロシア語5人，ポーランド語2入。

トゥーノレ (Tours) では二人がロシア語を教えていますO
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尚，ストラスプーノレには「ソ連・東欧評究セγター (Centrede Recherches sur l'U. R. S. 

S. et les Pays d'Esめがあり，ここのスポγサーでパリの国立科学研究所 (CentreNational 

de 1a Recherche Scientifique，通常 C.N. R. S.と略〉から 1960年以来，L'U. R. S. S. 

et les Pα:ys d'Est， revue des revuesが年 4田発行されていますc これは二部に分れて

おり，その第 1部辻ソ連及び東欧話回の法律，経済，社会，文化に関する論文の中から重

要とj思われるものを選んで， その概要に注釈をつけたもので， 類書としてはアメ現カの

Current Digest 01 Soviet Pressがありますc 第 2誌はこれらの論文ののった雑誌の内容

の indexとなっています。

先に少し触れた Cαhierdu Monde Russe et Sovietiqueは， 1959年 5月から年4回出

されています。前述のように，フランスのスラヴ研究は，言語学，文献学が中心であり，

この分野でほ註界でも指導的な役割を果してきましたが，それ以外の歴史，政治，経済，

社会学といった分野で、は，第二次大戦後アメリカに圧倒されてしまった惑があります。そ

こで高等研究所の第六部門(経済・社会部門)のロシア・ソピエト関係の指導を充実きぜ

ると共に，資料センターを作ったりして力を入れてきましたが， 1959'年の春からついに専

門誌を出すはこびになりましたっ最初の編集委員はおcquesBel10n (ソピエト法)， Henri 

Chambre (ソビエト経済)， Rene David (君、法)， Claude Frioux (ロシア文学)， Basile 

Kerblay (ソピエト経済)， Jean Train (ロジア語及びロシア語教育)， Stua主tSchram (ソ

ピエト政治〉に， Portalと Benningsenの二人が加わって，人文・社会科学の各芳野を一

応ひろく代表しています。 内容は三ないし五篇の論文と，二篇ほどの chroni司uesと題す

る研究ノートと学界動向を兼ねたもの，それに資料とピプリオグラフィーが加わりますc

論文にほフランス以外に米・英・ソピエトの学者が寄稿していることもあります。しかし

本誌の特色の一つは，そのピプリオグラブィーで，第一線の学者がそれぞれの研究分野に

即して実に詳額な文献の紹介を行っていますむ〈たとえば B:::nningsenのソ連におけるグ

ルド研究の紹介， Quel弓ueJayのソ連邦内の回教徒に関するもの， Hauptのロシア・ソピ

エト史に関するビブリオグラフィーの紹介など。〉

論文は，さまざまな分野の学者が寄稿しているので， そこに一つの主流を見ることは

出来ませんが， 18-19世紀ロシアの社会経済史に関するもの36)と， 革命運動史に関するも

36) M. Confino， Maitres de forges et ouvriers dans les usines metallurgiques de rOural aux 
XVIII-XIXe siecles， Vol. 1， No. 2，pp. 239-284， 

E 

， Greves dans l'Oural au XIXe siecle， Vol. 1， No. 2， pp. 332-350. 
V. K. ]acunskij (AHCCCP)， La revolution industrielle en Russie， Vol. II， No.3， pp.299-312. 
S. Blanc， A ρropos de la Jうolitiqueeconomique de Pierre le Grand Vol. III， No. 1， pp.122四139.
一一一←ー ，Aux origines de la bourgeoisie russc， Vol. V， No. 3， pp. 294-301. 
R. Portal， lndustriels moscovites: le secteur cotonnier (1861-1914)， Vol. IV， Nos. 1-2， pp. 5-4δ. 
P. Pechoux， La commune rurale dans “L' Empire des tsar" de]. H. Schnitzler， Vol. VI， 
No. 3， pp. 367伺393.

B. Kerblay， Les foires commerciales et le marche interieur en Russie dans laβremiire 
moitie du XIXe siecle， Vol. VII， No. 3， pp. 414-435. 

]. P. Le Donne， La reforme de 1883 au Caucase， Vol. VIII， No. 1， pp. 21-35. 

G. P. G. Sinzheimer， Les industries <(kusta〆>) un chapitre de la revolution industrielle 
en Russie， Vol. VIII， No. 2， pp. 205-222. 
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の37)に比較的多くの研究が集中していると言えましょう O

図書語について

次に図書館について簡単に記しますと，

(1) 国立図書館 (Biblioth的ueNationale， 58 rue de Richelieu， Paris II勺がまずあげ

られます。単行本，定期刊行物も含めて，議書数は圧倒的にここが多く，また参考事業も

行っています。 (ServiceSlave， 65 rue de Richelieu) . 

(2) 東洋語学校国書館 (Bibliothequede l'Ecole Nationale des Langues Orientales 

Vivantes， 2 rue de Li1le， Paris VIIe).議書数から言って， 国立図書館に次ぐのがここ

です。

(3) スラヴ研究所図書館沼ibEothe弓ucde l'Institut d'Etudes Slaves， 9 rue Michelet， 

Paris Vle). これについては廷に述べましたが.舘タト貸出しは一切認めていません C

(4) ソ連・スラヴ諸国に関する資料センター (Centrede Documentation sur γURSS 

et les Pays Slave， 131 Bd. St-Michel， Paris Ve).ピプリオグラフィーが整っている O

(5) バリ大学図書館 (Bibliothequede l'U niversite de Paris， 47 rue des Ecoles， Paris 

Ve) . 

(6) スラヴ壁史研究センター図書館 (Biblioth何回 duCentre de Recherche sur l'Histo・

ire des Slaves， 17 rue cle la Sorbonne， Esc. C， 3em忌tage，Paris Ve) .大学の研究室程

度の小さなもの。

(7) バリ大学文学・人文学部図書館 (Bibliothequedu Centre U niversit正Liredu Grand 

37) M. M. Karpovich， ChClη:yshcvsky bet ween Socialim and Liberalism， VoL r， No. 4， pp. 569-
583. 
A. Kriegel， Su1' les 1'a)うρo1'tsde Lenine avec le mouvement zimme1'waldien f1'anr;ais， VoL III， 

No. 2， pp. 299-306. 
G. Haupt， Co1'1'espondance entre Lenine et Camille Huysmans (1905-1914)， Vol. III， No. 4， pp. 

582-665 ; Vol. IV， Nos. 1-2. pp. 56-116. 
一一一一一一 ，Lenine， les Bolcheviks et la IIe Inte1'nationale， Vol. VII， No.3， pp. 378-407. 
Le dossier de Trotski a la P1'efecture de Police de Paris， Vol. IV， No. 3， pp. 264-300. 

P. Sorlin， Pent-on ecri1'e une histoire du parti bolchevik?， VoL IV， No. 4， pp. 436-449. 
H. Granjard， Du nouveau Sur Herzen， Vol. V， No. 3， pp. 286-293. 

M. Dewhirst， L' historiograPhie sovietique recente et l' histoire de 1αrevolution， Vo1. V， No. 4， 
pp. 549-566. 
H. Brahm， La (<revolution 1うermanente>>de Trotski et le (<socialisme dans un seul pays>> de 

Staline， Vol. VI， No. 1， pp. 84-99. 
M. Lesure， Les mouvement s t合Jolutionnairesrusses de 1882 a 1910 d' apres les fonds F7 des 

Archives Nationales， Vol. VI， No. 2， pp. 279-326. 
抗.Mervaud， Bakounine， le Kolokol et la question finlandaise， Vol. VII， No. 1， pp. 5-36. 
T. Bakounine et J. Catteau， Contribution a la biograPhie de Serge Necaev. Correspondance 
avec N. Herzen， Vol. VII， No. 2， pp. 249-264. 
Bakounine et Neeaev， Documents inedits presentes et traduits jうarM. Confino， Vol. VII， 
No. 4， pp. 581-699 ; Vυ1. VIII， No. 1， pp. 56-123. 
M. Mervaud， Faut -ilρresenter Ogarev? Vol. VIII， No. 1， pp. 45-55. 
]. -J. Marie， Le Comite Militaire Revolutionnaire du Soviet de Petrograd et son president， 

Vol. VIII， No. 2， pp. 189・204.
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Palais [F acul tるdesLettres et Sciences Humaines de ParisJ， Perron Alexandre III， 

Cours-la-Reine， Paris Vrne) . 

(8) ポーラソド文明セ γター (Centre de Civilisation Polonaise， 15 rue Champo・

llion， Paris Ve) . 

(9) スラヴ密書館 (BibliothequeSlave， 33 rue de Sevres， Paris Vne) . 

(1<:) パリ・ポーラ γド図書館 (Bibliotheque Polonaise de Paris， 6 quai d'Orl白ns，

Pa主isIVe) . 

帥 ツノレゲーネフ図書館 (Bibliothequerusse Tourguenev， 11 rue de Valence， Paris 

Ve) .これは作家のツルゲーネフではなく， デカブリストのニコライ・ツルゲーネフに因

んだもの。

(1~ 現代国際資料函書館 (Biblioth句uede Documentation Internationale Contempo-

raine， 5 rue Auguste-Vacquerie， Pa主isVle) . 

このほか国立古文書館 ArchivesNationalesや外務省， パりの警視庁等にも豊富な史

料のあることが報告されています38)。またこれらパヲの国書館Iこるるスラヴ関誌の定期刊

行物については，すで、にず、っと以前にまとまった一冊の本が出ていますO 初

最近の研究状況

最近のフランスにおけるロシア・ソピエト研究の状況については， 1962年度以降，

Cahier du Monde Russe et Sovietique誌上に， 1ロシア・ソ連邦についてフラ γスであ

らわれた作品毘録jが毎年掲載されているので，スラヴ全般というわけにはし、きませんが

ロシア・ソ連については，かなり詳細に知ることができます。

これによりますと， 1962年度に出た単行本・論文・翻訳の数は全部で 974点， 1963年度

には1， 481 ，~， 1964年震にはし349点となっています。この1964年度分の内訳を見てみます

と，

(1) 一般〈ピブりオグラフィーなど) 92 

(2) 地質・地理学 13 

(3) 歴史〈ロシア・ソ連史) 201 

(4) 致治〈内政・外政，共産党史，少数民族の問題等) 433 

(5) 法律 9

(6) 経済〈工業，農業，通商，統計) 175 

38) M. Lesure，“Apercu sur les fonds russes dans les Archives du Minis法redes Affaires Etrang紅白
francais，"Cahier du Monde russe et sovietique， Vol. IV， No. 3， pp. 312-330. 

一一一一一一， Documents relatifs a l'histoire russe dans les Archive吉 du Service historique de 
l' Armee， anterieurs a 1914，" ibid， Vol. VII， No. 1， pp. 113-156. 
39) Boris Unbegaun， Catalogues des iうかiodiquesslaves et relatifs aux etudes slaves des hiblio-
theques de Paris， Paris， 1929. その後1956年に国立国書館からキリール文字の定期刊行物議書カタ
ログが出されました。 BibliothequeNationale， Periodiques slaves en caracteres cyrilliques， etat 
des collections en 1950， t. I-II， Paris， 1956. 
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(7) 社会生活・生活条件・教育 51 

(8) 言語 21 

(9) 文学・演劇 176 (--~*支 2 ，ロシア文学61 ， ソピエト文学85，演劇 5，比較文学・

文化的影響及び関係13)

(lQ 美術・映画・考古学・音楽部 (絵画・彫刻・応用美訴:rn，考古学2，映画27，

音楽・舞踊25)

斡哲学・イデオロギー・マルキシズム・宗教 37 (哲学12，宗教25)

鉢科学・天文学・技街路

となっていますc

また博士論文については，同じく Cahierdu lvfonde Russe et Sovietiqueの第6巻 3号

く1965)に， 1888から1964年主で，正語論文あわせて2ヲ5篇の一覧表がのっていますっこれ

によってその内訳を見ますと，

(1) 経済 49 

(2) 法律・国家組織 13 

(3) 歴史 37

(4) 外交 35 

(5) 文献学 10 

(6) 文学・哲学 72 (この中にはトノレストイに関するものが 9篇でもっとも多く，つ

いでドストエフスキーに関するものが 8篇， ツルゲーネフ 4篇， ベノレジャーエフ 3

篇など〉

(7) 美街・吾楽 4 

(8) 医学 10 

(9) 民族・地域研究 49 (ザトアニ715， アノレメニ79， ラトピア 5， エストニア

2，中央アジア 2， コーカサス 2， ウクライナ 2， フランスにおけるロシアの亡命

者・移民問題 5などJ

1945年から1964年迄の戦後20年間に法律部門で48(中パザ大学 38)，文学部門で 77(中

パリ大学71)の博士論一文が通過し空したが， これ(土それ以前の時期(1918-1945)にくら

べますと，法空部門において減少 (77から48へ〉したかわりに，文学部門がいちちるしく

増加 (25から77) しているのが特徴的ですc そして文学部門においても，テーマが多岐に

わたるとともに，文学プロパーに比 L，震史的研究が増加するようになり，以前i工大多数

を占めていた文学・文献学の論文数は， 77の中約30を占めるにすぎなくなりま Lた。大学

部では，バリ大学が圧倒的に多く，地方大学は最近20年間に各部門で 1人ないし 2人を出

しているにすぎません4930

1965年度の博士論文は全部で'11編で， うち 1篇〈経済〉だけがリヨ γ大学で，あとの10

40) M Seydoux，“Les theses concernant la Russie et l' U. R. S. S. soutenuεs en France de 1888 a 
1964" Cahier du Monde Russe et Sovietique， Vo1. VI， No. 3， pp. 437-465. 
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篇は全部パリ大学ですが，その内訳は次のようになっています41)。

歴史 1点，外交2点，言語学3点，文学3点，民族問題(アルメニア関係) 1点。

(Sapporo， decembre， 1967) 

41)“Theses concernant 1a Russie et l' U. R. S. S. soutenues en France en 1965，" Cahier du Monde 
Russe et Sovietique， Vol. VII， No. 2， pp. 284・285.
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